
外国⼈住⺠が抱える課題と

社会参加を考える

21世紀かながわ円卓会議第1回ミニシンポジウム
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学）。東京外国語⼤学外国語学部准教授など
を経て、現在、慶應義塾⼤学法学部教授。研
究領域は国際社会学、移⺠・外国⼈政策、多
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インド出⾝。通称よぎ。インド西部プネ市
州⽴⼤学経済学部国際経済学科修⼠課程お
よびインド国⽴ビジネス・スクールIIMカル
カッタ国際経営プログラム等修了。銀⾏、
⾦融、教育等の分野においてプロセス構
築、情報技術、業務管理の20年以上にわた
る国際経験を持つ。
 2005年に在⽇インド⼈が多く暮らす東京
都江戸川区に居を構え、⻑年に渡り地元⾃
治会活動やPTAなどに積極的に参加し、イン
ド⼈と⽇本⼈の懸け橋となる。2012年に帰
化。2019年4⽉の地⽅統⼀選挙で⽴憲⺠主
党から出⾺し、江戸川区議会議員として初
当選。

1981 年、埼⽟県⽣まれ。⼈⼝5,000⼈の内、2,800

⼈以上が外国⼈の芝園団地に、2014年から住み始
める。現在、⾃治会事務局⻑。
 地元外部の学⽣団体「芝園かけはしプロジェク
ト」と協働し、外国⼈住⺠を交えて地域づくりを
進める「開かれた⾃治会構想」を推進。また、欧
州評議会Intercultural Cities programmeの調査や第2

次川⼝市多⽂化共⽣指針策定委員を務めるなど、
様々な視点で多⽂化共⽣の地域づくりに携わる。
 中央公論や朝⽇新聞出版「Journalism」などへの
寄稿や講演などを通じて、隣近所が外国⼈になる
時代を考えるきっかけづくりにも精を出す。⾃治
会は、2017 年度国際交流基⾦「地球市⺠賞」を受
賞。個⼈として、2018年度⽇本⻘年会議所「⼈間
⼒⼤賞総務⼤⾂奨励賞」を受賞。

【モデレーター】

【趣旨】

グローバリゼーションに伴い地域の多⽂化化が進む中、神奈川県ではヘイトスピーチや外国⼈居住者との共⽣における

様々な課題が⾒られます。また、2019年4⽉には、外国⼈労働者の受⼊れ拡⼤を⽬的とした改正⼊管法が施⾏されまし
た。�このような背景を踏まえると、今後さらに多⽂化共⽣社会を築き上げていくためには、異なる背景を持つ⼈同⼠の信
頼関係を構築しながら、より良い社会を⽬指して多様な⼈と協働する姿勢や意識を育むことが重要ではないでしょうか。

 第８次（2018・2019年度）21世紀かながわ円卓会議では、こうした趣旨のもと研究会を⽴ち上げ、神奈川県などの事
例を通して研究者や実務家、ジャーナリスト、運営委員の⽅々と議論を重ねてきました。�そして、今回のシンポジウムで
は「地域での活動」という切り⼝から、外国⼈住⺠が多い地域において⽇本⼈と外国⼈の共⽣を促進する活動をされてい

る⽅からお話を伺います。

�
＊本ミニシンポジウムは3回シリーズの第1回⽬です。第2回ミニシンポジウムは「多⽂化共⽣に関する教育」について、
若い世代のスピーカーから、⾃⾝が受けてきた教育等を踏まえつつ、多⽂化共⽣社会を築く上で⼤切な視点についてお話

を伺います（12⽉14⽇(⼟)午後開催）。第3回は、2020年2⽉15⽇(⼟)午後に鈴⽊江理⼦さん（国⼠舘⼤学教授）を招いて
2年間のまとめとなる総括シンポジウムを開催します。

撮影：浅野剛

◆⽇時

  2019年11⽉2⽇(⼟)
  13:00-16:00
◆定員

  30名
◆参加費：無料

◆会場：横浜情報⽂化センター⼤会議室

（詳しくは裏⾯）



【交通アクセス】
◆電車：JR「関内駅」南口より徒歩10分／横浜
市営地下鉄「関内駅」１番出口より徒歩10分／
みなとみらい線「日本大通り駅」3番出口直結
◆バス：市営バス「日本大通り駅　県庁前」バ
ス停徒歩1分（横浜駅東口バスターミナル ／横
浜そごう1Fより8・58 系統乗車15分。もしく
は、桜木町駅バスターミナルより8・11・58系
統乗車10分。

【申込み】メールまたは�Fax�にて、①⽒名、②所属、③住所（市町村名まで）、④ご連絡先（メールアドレス等）、⑤本
シンポジウムを知った媒体について記載の上、10⽉�25�⽇（⾦）までにお申し込み下さい（先着順。定員30�名）。
※今回のシンポジウムお申込みにあたってご記⼊頂いた個⼈情報は当財団のみが取扱い、本シンポジウムの事務連絡以外

の⽬的には使⽤致しません。

�
【申込先】メール：entaku＠kifjp.org  Fax:�046-858-1210
【お問合せ】（公財）かながわ国際交流財団�湘南国際村学術研究センター（⻄⼭・清⽔）��TEL：046-855-1821

【当⽇スケジュール】

【21世紀かながわ円卓会議運営委員会】（五⼗⾳順）
・⼩川�泰⼦（社会福祉法⼈いきいき福祉会理事⻑∕ラポールグループ総合施設⻑）
・樺⼭�紘⼀（印刷博物館館⻑∕東京⼤学名誉教授）
・黒⽥�玲⼦（東京⼤学名誉教授∕中部⼤学総合⼯学研究所特任教授）
・⾼島�肇久（株式会社海外通信・放送・郵便事業⽀援機構取締役会⻑）
・林�義亮����（神奈川新聞社顧問∕神奈川新聞厚⽣⽂化事業団理事⻑）

【21世紀かながわ円卓会議研究会メンバー】（五⼗⾳順）
・⾠野まどか（⼀般社団法⼈グローバル教育推進プロジェクト（GiFT）代表）
・⼭⽥貴夫（ヘイトスピーチを許さない川崎市⺠ネットワーク事務局）

・⼭根俊彦（NPO法⼈多⽂化共⽣教育ネットワークかながわ((ME-net))理事）
・柳晴実（外国籍県⺠かながわ会議委員∕NPO法⼈すまいサポートセンタースタッフ）
・渡部清花（NPO法⼈WELgee代表）


